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親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

関

孝

敏

[ま

じ

め

い
う
ま
で
も
な
く
都
市
移
動
現
象
は
、
近
代
化
・
産
業
化
・
都
市
化
と
い
っ
た
社
会
変
動
を
論
じ
る
際
、
見
逃
し
え
な
い
内
容
を
な
し

-173ー

て
い
る
。
こ
の
都
市
移
動
現
象
を
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
都
市
移
動
の
方
向
性
、
移
動
距
離
、
移
動
者
の
諸
属
性
、
移
動
単
位
等
に
関
連

し
た
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
ま
ず
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
都
市
移
動
が
何
故
生
じ
る
の
か
と
い
う
都
市
移

動
の
原
因
と
、
都
市
移
動
者
が
移
動
後
の
移
動
先
で
ど
の
よ
う
に
適
応
す
る
(
し
て
い
る
)
か
と
い
う
移
動
結
果
と
に
着
目
す
る
こ
と

は
、
都
市
移
動
研
究
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
、
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
集
合
的
デ
ー
タ
の
利
用
に
よ
っ
て
マ

ク
ロ
的
に
考
察
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
都
市
移
動
の
原
因
や
移
動
後
の
適
応
に
関
す
る
問
題
は
、
当
該
移
動
者
の
移
動
に
対

す
る
意
味
が
基
本
的
に
問
わ
れ
る
か
ら
、

セ
ン
サ
ス
的
な
集
合
的
デ
ー
タ
の
み
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
そ
の
た
め
に
こ

う
し
た
課
題
で
は
、
個
々
の
移
動
者
自
身
に
関
す
る
ミ
ク
ロ
的
デ
ー
タ
に
よ
る
考
察
が
つ
け
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
都
市
移
動
の
原
因
に
関
す
る
論
議
は
、
大
別
し
て
こ
つ
の
方
向
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

動
先
の
両
地
域
に
お
け
る
就
業
・
就
学
の
機
会
、
所
得
な
い
し
賃
金
格
差
、
社
会
的
文
化
的
サ

l
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
う
る
諸
制
度
・
諸
機

一
方
は
、
出
身
地
及
び
移
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親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

関
の
存
在
状
況
、
そ
し
て
社
会
階
層
と
い
っ
た
諸
側
面
を
移
動
行
動
に
関
連
づ
け
、
両
者
の
関
係
を
マ
ク
ロ
的
に
分
析
す
る
「
構
造
モ
デ

ル
」
の
立
但
切
で
あ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
当
該
両
地
域
社
会
の
構
造
が
そ
れ
ぞ
れ
根
本
的
に
問
題
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
移
動
者
は

従
属
的
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
プ
ッ
シ
ュ
・
プ
ル

6
5
r
gも
己
目
町
田
)
仮
説
は
、
こ
の

「
構
造
モ
デ
ル
」

の
代
表
的
な
見
解
で
あ
る
。

う

し
た
モ
デ
ル
の
場
合
、

セ
ン
サ
ス
・
デ
ー
タ
の
分
析
が
有
効
で
あ
る
。
こ
の
際
の
移
動
行
動
は
、
集
合
的
デ
ー
タ
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

他
方
は
、
都
市
移
動
を
個
々
人
の
移
動
行
動
と
し
て
捉
え
、
移
動
に
伴
う
コ
ス
ト
と
報
酬
、
移
動
の
も
つ
価
値
、
移
動
に
対
す
る
期
待

や
評
価
、
さ
ら
に
は
移
動
に
対
す
る
モ

l
テ
ィ
ベ

l
シ
ョ
ン
、
移
動
に
伴
う
緊
張
・
葛
藤
と
い
っ
た
心
理
的
側
面
な
ど
を
ミ
ク
ロ
的
に
分

(
1
)
 

の
立
場
で
あ
る
。

析
す
る
「
意
志
決
定
モ
デ
ル
」

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
個
々
の
移
動
行
動
に
主
眼
が
置
か
れ
、
移
動
行
動
の
意
味
の
解
明

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
視
点
は
、

一
九
六

0
年
代
以
降
に
お
け
る
。
人
的
資
本
論
、

コ
ス
ト
・
報
酬
モ
デ
ル
の
隆
盛
に
伴
っ
て
進
展

- 174ー

し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

標
題
の
示
す
ご
と
く
、
本
稿
は
都
市
移
動
の
原
因
に
着
目
す
る
「
意
志
決
定
モ
デ
ル
」
の
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
断
る
ま

で
も
な
く
、
先
に
示
し
た
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
や
「
構
造
モ
デ
ル
」
の
観
点
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
し
て
や
看
過
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
考
察
は
、
木
稿
で
取
り
扱
う
対
象
者
及
び
彼
ら
の
出
身
地
域
を
素
材
に
し
て
改
め
て
別
途
報
告

る言の
。 機

会
を
設
定
し
た
L 、
と
考

ズー
て
L 、

る

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
右
に
述
べ
た
位
置
づ
け
と
断
り
に
依
拠
し
て
標
題
を
設
定
し
て
い

と
こ
ろ
で
、
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
関
す
る
論
議
は
、
そ
れ
自
体
多
様
化
し
て
お
り
、
方
法
論
的
に
統
一
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も

容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
、
都
市
移
動
現
象
が
経
済
学
、
人
口
学
、
地
理
学
、
社
会
学
、
政
治
学
、
さ
ら
に
は
人
類
学
と
い

っ
た
多
く
の
分
野
に
関
連
し
合
う
内
容
を
有
す
る
こ
β
。
ふ
た
つ
に
、
移
動
行
動
を
集
合
的
な
セ
ン
サ
ス
・
デ
ー
タ
に
依
拠
し
な
い
で
、

移
動
者
自
身
の
地
域
移
動
歴
を
収
集
す
る
に
は
、
調
査
法
上
の
問
題
が
少
な
く
な
い
し
、

し
か
も
一
定
レ
ベ
ル
の
質
を
備
え
た
デ

l
タ
を



(
4
)
 

量
的
に
も
確
保
す
る
こ
と
は
か
な
り
厄
介
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
に
せ
よ
、
社
会
学
の
領
域
に
お
い
て
、
都
市
移
動
の
原
因
に
着
目
す
る
意
志
決
定
の
論
議
に
関
し
て
、

従
来
比
較
的
多
く
言
及
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
、
標
題
に
か
か
わ
る
テ

l
マ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
テ

l
マ
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
見
解
が
あ
る
。

一
つ
は
、

G
・
J
・
ヒ
ュ

l
ゴ
や

p
・
ウ

l
レ
ン
バ

l
グ
が
い
う
よ
う
に
、
出
身
地
に
お
け

る
親
族
結
合
が
都
市
移
動
を
押
し
と
ど
め
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

H
-
K
・
シ
ュ
ワ

l
ト
ウ
ェ

l
ラ

l
、
E
・リ

l
、

P

・
A
-
モ
リ
ソ
ン
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
移
動
先
の
親
族
が
移
動
の
流
れ
と
方
向
性
を
規
定
し
つ
つ

成
し
、
後
続
者
の
都
市
移
動
を
促
進
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
前
者
は
「
親
和
性
仮
説
(
岳
町
田
訟
己

E
q
S℃
。

F
2
2
)」
と
呼
ば
れ
、

後
者
は
「
促
進
仮
説

(
H
Z
h
R
E
s
tロ
m
r右
E
r
g
-印
)
」
と
言
わ
れ
託
。
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
対
す
る
親
族
関
係
の
こ
の
よ
う
な
両

「
踏
み
な
ら
さ
れ
た
道
」
を
形

に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
右
の
仮
説
に
関
す
る
考
察
は
少
な
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出

- 175ー

義
性
は
、

い
ず
れ
の
見
解
が
よ
り
妥
当
す
る
の
か
、
妥
当
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
お
い
て
で
あ
る
の
か
を
デ
ー
タ

身
地
と
移
動
先
の
親
族
が
、
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
実
際
に
ど
の
よ
う
に
介
在
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
例
え
ば
出
身
地
に
お
け
る
親
族

が
、
移
動
に
反
対
し
た
の
か
否
か
、
移
動
先
に
お
け
る
親
族
存
在
の
有
無
と
都
市
選
択
の
関
係
、
さ
ら
に
は
親
族
の
有
無
と
移
動
に
際
し

て
そ
れ
ら
親
族
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
か
の
関
係
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
意
外
と
ル
ー
ズ
な
考
察
に
と
ど
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
に
述
べ
た
意
味
で
の
親
族
関
係
の
も
つ
両
義
性
に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
お
け
る
「
親

村
)
か
ら
距
離
、
人
口
規
模
を
異
に
す
る
一
町
二
市
(
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市
)

族
『
介
在
』
説
」
と
し
て
ひ
と
ま
ず
広
義
に
捉
え
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
依
拠
し
て
、
小
稿
で
は
、
北
海
道
の
一
山
村
(
余
市
郡
赤
井
川

へ
の
都
市
移
動
者
に
つ
い
て
都
市
移
動
行
動
に
お

北
大
文
学
部
紀
要



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

け
る
親
族
存
在
の
も
つ
意
味
、
親
族
の
果
す
機
能
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、
次
の
四
つ
の
課
題
の
解

明
が
目
的
で
あ
る
。
第
一
に
、
出
身
地
に
お
け
る
親
族
の
都
市
移
動
者
に
対
す
る
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
移
動
先
の
親
族
存

在
の
有
無
は
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
。
第
一
ニ
に
、
移
動
先
の
親
族
存
在
の
有
無
に
よ
っ
て
、
移
動
者
が
都
市
移

動
に
際
し
て
、
い
か
な
る
生
活
領
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
親
族
を
活
用
し
て
い
る
か
。
第
四
に
、
第
一

t
第
三
を
踏
ま
え
て
、
都
市
移

動
の
意
志
決
定
に
関
す
る
論
議
に
お
い
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
親
和
性
仮
説
」
と
「
促
進
仮
説
」
と
で
は
、

い
ず
れ
が
よ
り
説
得

的
で
あ
る
の
か
、
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。

対
象
設
定
と
対
象
地
域

-176ー

本
稿
で
考
察
す
る
対
象
は
、
役
場
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
た

「
除
住
民
票
」
(
昭
和
二
十
七
年
四
月
i
昭
和
五
十
七
年
三
月
〉
及
び
出

身
村
内
三
小
学
校
の
「
同
窓
会
名
簿
」
を
手
が
か
り
に
し
て
得
ら
れ
た
。
調
査
に
先
だ
っ
対
象
者
の
移
動
先
の
住
所
に
関
す
る
最
終
的
な

確
認
に
際
し
て
、
予
想
さ
れ
た
以
上
に
二
度
三
度
の
転
居
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を
選
定
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
役
場
資
料
と
同
窓
会
名
簿
と
に
よ
っ
て
サ
ン
プ
ル
台
帳
を
作
成
し
え
て
も
、
実
際
そ
れ
に
依
拠

し
た
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
ル
は
む
つ
か
し
い
も
の
と
な
り
、
結
局
は
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市
に
お
け
る
赤
井
川
村
出
身
者
の
う
ち
、
イ

ン
タ
ヴ
ュ

i
が
可
能
な
者
に
対
す
る
悉
皆
調
査
に
踏
み
き
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
調
査
法
上
の
制
約
の
も
と
で
、

一
町
二
市

へ
の
移
動
者
中
よ
り
二

O
五
名
の
面
接
調
査
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
訳
は
、
余
市
町
l
五
七
名
、
小
樽
市
l
六
O
名
、
札
幌
市

i

八
八
名
で
あ
る
。
デ
ー
タ
収
集
は
一
九
八
=
手
か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
行
な
っ
成
。
こ
の
間
、
出
身
地
域
に
関
す
る
資
料
収
集
も
合
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χ2=26.0 (df=10) P<O.01 (合計欄百分比は丸自の誤差を含み百パーセント

にならないことがある。以下の表も同じ)

(注)離村年が陵昧な 2名を除き集計(欠損{直扱いとする)。したがって合計

が 205名にならないことがある。以下の表も同じである o

わ
せ
て
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
断
っ
た

ご
と
く
「
山
村
社
会
の
変
動
と
都
市
移
動
」
(
仮
題
)
を

設
定
し
、
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
関
す
る
テ

1
7
の一

環
と
し
て
改
め
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
手
続
き
に
よ
り
得
ら
れ
た
移
動
者
の

離
村
年
を
移
動
先
別
に
み
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
離
村
年

は
、
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
い
者
は
昭
和
戦
前
期
で

あ
る
か
ら
か
な
り
の
幅
が
あ
る
が
、
高
度
経
済
成
長
期
の

昭
和
三

0
年
代

t
四
0
年
代
に
や
は
り
集
中
し
て
い
る
。

-177ー

移
動
先
別
で
は
、
余
市
町
は
、
昭
和
三

0
年
代
に
離
村
し

た
者
の
比
率
が
高
く
み
ら
れ
る
。
小
樽
市
で
は
、
昭
和
三

0
年
代
前
半
と
昭
和
四

0
年
代
に
お
い
て
、
札
幌
市
の
場

合
、
戦
前
期
と
昭
和
三

0
年
代
後
半
の
両
時
期
に
お
い
て

離
村
者
の
占
め
る
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
離
村
年
次
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
本
節
で

は
、
面
接
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
①
調
査
時
点
に
お
げ

る
諸
属
性
、
②
主
な
離
村
理
由
そ
し
て
③
出
身
地
と
移
動



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

先
(
一
町
二
市
)
と
の
布
置
関
係

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

① 

対
象
者
の
諸
属
性

調
査
時
点
と
離
村
時
点
と
に
お

い
て
属
性
上
の
変
化
が
み
ら
れ
る

か
ら
、
そ
の
点
を
念
頭
に
お
き
、

」
こ
で
は
ま
ず
調
査
時
点
の
主
要

な
属
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
こ

ぅ
。
表
2
に
み
る
よ
う
に
、
性
別

で
は
男
性
が
六
二
・
四
%
、
女
性

が
三
七
・
六
%
で
あ
る
。
性
別
を

さ
ら
に
地
域
別
に
み
る
と
、
小
樽

市
で
は
男
性
と
女
性
と
が
ほ
ぼ
同

数
で
あ
る
が
、
余
市
町
の
場
合
、

男
性
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

る
。
札
幌
市
は
、
得
ら
れ
た
全
対

象
者
に
お
け
る
性
別
比
と
ほ
ぼ
同

42 31 55 128 

男 32.8 24.2 43.0 

73.7 51.7 62.5 62.4 

15 29 33 77 

女 19.5 37.7 42.9 

26.3 48.3 37.5 37.6 

57 60 88 205 
メEL3三ロt

27.8 29.3 42.9 100.0 

言十

性別移動先(調査時)

樽|札幌|合
表 2

市¥|余

調査時の年齢

21歳-29歳

30歳-39歳

40歳-49歳

50歳-59歳

60歳-69歳

70歳-85歳

( 2.9) 

(14.2) 

(25.8) 

(30.8) 

(21.4) 

( 4.9) 

9 

29 

53 

63 

44 

表 3

10 

205 (100.0) 

家族発達の段階(調査時)

n
b

々
t

( 2.0) 

( 2.9) 

(11.7) 

(16.1) 

(13.7) 

(29.2) 

(11.2) 

(11.2) 

4 

6 

24 

33 

28 

60 

23 

表 4

若い夫婦のみ

第一子出生~第一子小学校入学まで

第一子小学校入学~第一子小学校卒業

第一子中学校入学~第一子高校卒業主で

第一子高校卒業~末子成年まで

末子成年~全子婚出

夫が 65歳まで

夫が 65歳以上

1 

2 

3 

4 

5 

23 8 

( 2.0) 

-178ー
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じ
割
合
を
示
し
て
い
る
。

年
齢
層
で
は
、

四
O
歳
代

t
六
O
歳
代
の
中
高
年
齢
層
が
全
体
の
七
八
%
を
占
め
て
い
る
(
表
3
)
。

家
族
発
達
の
段
階
に
つ
い
て
い
え
ば
、
単
身
期
の
未
婚
者
が
わ
ず
か
四
名
で
あ
り
、
既
婚
者
(
離
・
死
別

を
含
む
)
が
九
八
%
と
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
対
象
者
の
年
齢
層
と
も
相
ま
っ
て
、
末
子
成
年

t
全
子
婚
出

の
段
階
が
も
っ
と
も
多
く
全
体
の
約
三
一
O
%
と
な
っ
て
い
る
(
表
4
)
。
な
お
表
に
示
し
て
い
な
い
が
、

家
族
形
態
で
は
、
夫
婦
家
族
が
七
了
一
%
と
圧
倒
的
に
多
い
が
、
三
世
代
家
族
も
二
四
・
九
%
あ
る
。

と
こ
ろ
で
都
市
移
動
者
に
と
っ
て
、
当
該
移
動
先
の
居
住
経
過
年
数
は
、
定
着
な
い
し
定
住
を
測
る
め

二
O
年
以
上
の
居
住
者
が
五
六
・
六
%
と
過

や
す
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

対
象
者
の
場
合
、

半
数
を
占
め
る
。

」
れ
に
一
O
年
以
上
の
一
一
六
・
八
%
を
加
え
る
と
、

八
割
強
の
者
が
一
O
年
以
上
の
居

変
動
の
激
し
い
現
代
社
会
を
考
え
る
時
、
対
象
者
に
中
高
年
齢
者
が
多
く
、

か
も
二
O
年
以
上
の
居
住
者
の
高
い
比
率
は
、
都
市
的
地
域
へ
の
定
住
居
が
多
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

実
際
、
現
在
地
に
将
来
、
定
住
す
る
か
否
か
の
定
住
意
識
に
関
す
る
質
問
項
目
で
は
、
九
一
%
が
「
定
住

住
者
と
な
る
(
表
5
1

す
る
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
高
い
定
住
志
向
は
、
住
宅
の
所
有
形
態
に
お
い
て
、
持
ち
家
が
七

コ
了
六
%
を
占
め
る
こ
と
に
も
う
か
が
わ
れ
る
(
表
6
1

次
に
、
対
象
者
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
就
業
中
の
者
会

1
ト
就
業
者
を
含
む
)
は
六

六
・
二
%
で
あ
り
、
無
職
が
三
三
・
八
%
い
る
。
先
に
み
た
六
O
歳
以
上
の
年
齢
層
が
二
六
・
三
広
を
占
め
る

こ
と
か
ら
、
後
者
に
は
、
退
職
者
・
年
金
生
活
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
有
職
者
の
職
種
は
、
自

北
大
文
学
部
紀
要

し

都市居住年数

10年未満

10年 以上

20年 以上

N A 

( 8.3) 

(26.8) 

(56.6) 

( 8.3) 

17 

55 

表5住宅の所有形態

持 ち 家

借家・借室

その他

N A 

(73.6) 

(21.5) 

( 1.0) 

( 3.9) 

151 

44 

表6

116 2 

17 8 

(100.0) 205 
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親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

営
業
が
、
二
八
名
と
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
に

運
輸
・
通
信
業

l
二
一
名
、
製
造
業

l
一
六
名
、

業 公
が務
そ|
れ ー
ぞ 二
れ 名

ー そ
名し
とて
続サ
L 、 l
てピ
し、{ス
る旦業

建
設

学
歴
は
、
三

O
歳
代
以
下
の
若
い
年
齢
層
に

新
制
高
校
以
上
の
学
歴
の
者
が
多
く
な
る
が
、

四

O
歳
代
か
ら
五

O
歳
代
の
中
高
年
齢
層
に
は

歴

旧制l尋常小学校

旧制尋常高等小学校

旧制j中学校・実業学校

新告IJ 中学

新 制 高 校

新制大学

N A 

(11.7) 

(24.9) 

( 3.4) 

σ7.6) 

(12.2) 

( 2.4) 

( 7.8) 

24 

51 

7

7

5

 

勾

d

η

ん

'"ι づー表7

5 

16 

(100.0) 205 

離村形態別主な離村理由表8

由

家

(14.1) 

( 8.3) 

( 5.9) 

( 2.4) 

( 1.5) 

( 1.5) 

29 

17 

12 

5 

理

就業(就職・転職)

農業経営(見通しのなさ・行きづまり・不安)

家族成員の離・死別，引きとり・同居

経済的困窮

健康(入院を含む)

就 学

村古住¥¥| 

挙

3 高E
3 

村

(33.7) 

挙

~ヲ

高℃

(18.5) 

(15.1) 

( 7.8) 

( 7.3) 

( 4.4) 

( 1.9) 

( 1.9) 

( 9.3) 

15 

9 

4 

69 

31 

16 

38 

言十

結 婚

就業(就職・転職)

「家jのあととりではない

就 学

農業経営(見通しのなさ・行きづまり・不安)

健康(入院を含む)

転 勤

そ の他

ヨド

4 高佐

19 

村
(66.3) 136 

(100.0) 

-180-
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新
制
中
学
が
、
六

O
歳
代
以
上
で
は
旧
制
尋
常
(
高
等
)
小
学
校
が
多
い
。
総
じ
て
対

象
者
に
は
比
較
的
学
歴
の
低
い
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
(
表
7
)
。
な
お
収
入
は
直
接

金
額
と
し
て
調
査
し
与
え
て
い
な
い
の
で
表
に
し
て
い
な
い
が
、
調
査
時
に
お
け
る
収
入

に
関
す
る
意
識
を
尋
ね
た
質
問
(
無
職
の
者
を
除
く
)
を
参
考
に
す
る
と
、
「
大
変
満

足
」
(
二
ハ
・
三
%
)
、

「
少
し
満
足
」
(
一
二
八
・
O
U
A
)
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
(

六
・
四
万
)
そ
し
て

「
不
満
足
」
(
一
九
・
四
万
)
と
な
り
、
収
入
に
関
し
て
は
満
足
と

回
答
し
た
者
が
過
半
数
を
占
め
た
。

② 

主
な
離
村
理
由

離
村
理
由
は
単
一
理
由
に
と
ど
ま
ら
ず
複
数
理
由
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
か

ら
、
こ
こ
で
は
主
な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
に
限
定
し
て
い
る
。

ま
た
離
村
理

出
は
、
離
村
の
単
位
が
家
族
な
い
し
世
帯
全
員
の
い
わ
ゆ
る
「
挙
家
離
村
」

で
あ
る
の

か
否
か
に
よ
っ
て
、
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
た
と
え
同
じ
理
由
で
あ
る
に
し
て

も
ウ
ェ
イ
ト
に
遣
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
一
応
分
け
て
整
理
し
て
み
た

(表
8
1
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
挙
家
離
村
と
非
挙
家
離
村
の
両
タ
イ
プ
と
も
、
就

業
上
の
理
由
(
就
職
・
転
職
)
が
離
村
理
由
と
し
て
多
く
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
を
示
す
者
は
、
出
身
家
族
の
主
な
生
業
が
非
農
家
で
あ
る
者
に
多
い
。

ま
た
札
幌
市

に
都
市
移
動
し
た
者
に
こ
の
理
由
を
あ
げ
る
者
が
多
く
み
ら
れ
た
。

北
大
文
学
部
紀
要

調査対象地域の年次別人口変化表9

札幌市

1950 

1955 

1960 

1965 

1970 

1975 

313，850 

436，620 

601，151 

821，217 

1，010，123 

1，240，613 

1，401，757 

1，542，979 

小樽 市

178，330 

196，833 

198，511 

196，771 

191，856 

184，406 

180，728 

172，486 

余市町

26，396 

28，591 

28，659 

26，154 

25，339 

25，816 

26，632 

26，213 

赤井川村

3，024 

3，045 

2，793 

2，357 

2，085 

1，734 

1，485 

1，460 

(年次〕

1980 

1985 

-181ー



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

他
の
離
村
理
由
と
し
て
、

い
く
つ
か
の
注
目
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を
指
摘
す
る
と
、
挙
家
離
村
の
場
合
、
第
一
に
、
農
業
経

営
の
行
き
づ
ま
り
、
見
通
し
の
な
さ
を
あ
げ
る
者
が
一
七
名
い
る
。

こ
れ
ら
の
回
答
者
は
離
村
時
に
農
業
従
事
者
で
し
か
も
男
性
に
多

い
。
第
二
に
、
配
偶
者
・
父
母
の
離
死
別
、
家
族
の
離
散
、
都
市
移
動
し
た
既
婚
子
と
の
同
居
と
い
っ
た
家
族
内
的
理
由
を
あ
げ
る
者
が

一
二
名
い
る
。
非
挙
家
離
村
の
場
合
、
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
結
婚
に
よ
る
離
村
で
あ
る
。

」
の
理
由
は
す
べ
て
の
離
村
理
由
の
中
で

も
っ
と
も
多
く
三
一
八
名
を
数
え
る
。

こ
の
離
村
理
由
は
女
性
に
集
中
し
(
三
六
名
て
し
か
も
小
樽
市
に
婚
出
し
た
者
(
一
二
名
)

多

L 、。

第
三
に
、
「
家
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
地
位
継
承
に
か
か
わ
る
理
由
を
あ
げ
た
者
が
一
六
名
い
る
。

こ
れ
は
男
性
に
多

く
(
一
五
名
)
、

し
か
も
出
身
家
族
の
主
な
生
業
が
専
業
農
家
(
一
六
名
)
で
あ
り
、
長
男
子
以
外
の
続
柄
(
一
六
名
)

ま
た
こ
の
離
村
理
由
を
あ
げ
た
者
で
は
約
半
数
が
札
幌
市
へ
都
市
移
動
し
て
い
る
。

に
あ
る
者
に
集

中
し
て
い
る
。

③ 

出
身
地
と
移
動
先

-182-

は
、
わ
が
国
の
他
の
山
村
の
多
く
が
経
験
し
た
の
と
同
様
、
急
激
な
人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
の
波
に
も
ま
れ
た
。

対
象
者
の
出
身
地
は
山
村
で
あ
り
、
道
内
最
小
人
口
規
模
の
自
治
体
で
あ
る
。
表
9
に
み
る
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
期
の
赤
井
川
村

一
九
五
五
年
の
二
一

O

四
五
人
か
ら
一
九
八
五
年
の
一
四
六

O
人
へ
と
、
三

O
年
聞
に
人
口
は
半
減
し
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
役
場
資
料
に
よ
る
と
、

二
年
四
月
か
ら
一
九
八
四
年
三
一
月
ま
で
の
一
二

0
年
間
余
に
、
都
合
四
七
一
八
人
の
離
村
者
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
を
年
次
別
に
整
理
し
た
の

が
表
山
で
あ
る
。
一
九
六

0
年
代
の
一

0
年
聞
に
お
け
る
人
口
移
動
は
大
変
ド
ラ
ス
テ
ィ
?
ク
で
あ
る
。

一
九
五

調
査
対
象
者
の
出
身
地
を
赤
井
川
村
内
の
個
別
集
落
レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、
日
の
出
l
一
七
名
、
中
央
l
一
一
名
、
母
沢
|
一

O
名
、
共

栄
|
一
一
一
一
名
、
町
内
(
市
街
地

)
l一
一
一
一
名
、
富
田

l
五
名
、
旭
丘

l
六
名
、
池
田

l
一
六
名
、
曲
川
i
一
一
二
名
、
都
|
一
一
ニ
名
、
明
治

l

一
四
名
、
落
合

l
一
五
名
、
常
盤

l
一
一
一
一
名
、
そ
の
他

l
一
六
名
と
な
る
。
出
身
集
落
は
全
村
内
す
べ
て
の
集
落
に
わ
た
り
、
し
か
も
特



定
集
落
へ
の
偏
り
は
み
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
赤
井
川
村
か
ら
の
離
村
者
の
最
初
の
移
動
先
は
、
全
村
レ
ベ
ル
で

は
、
表
口
に
示
す
ご
と
く
、
出
身
地
に
隣
接
す
る
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市
が
も

対
象
者
の
移

っ
と
も
多
く
、

」
れ
ら
一
町
二
市
で
全
体
の
六

0
・
一
%
を
占
め
る
。

動
先
と
し
て
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市
を
選
択
し
た
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
昭
和

二
0
年
代
後
半
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を
経
た
同
村
の
戦
後
史
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
都
市
的
地
域
へ
の
離
村
者
が
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
人
口
移
動
の
状
況

が
あ
り
、

」
れ
ら
の
地
域
に
都
市
移
動
の
流
れ
と
方
向
性
と
が
顕
著
に
見
出
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
移
動
先
は
、
赤
井
川
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
約
一
六
キ
ロ
メ

1
ト

ル
(
余
市
町
)
、
コ
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
小
樽
市
)
、
七
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
札
幌
市
)

の
距
離
に
あ
り
、
比
率
に
し
て
ほ
ぼ
等
倍
の
関
係
が
み
ら
れ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の

一
町
二
市
は
、

い
ず
れ
も
赤
井
川
村
と
背
中
合
わ
せ
に
あ
り
、
道
内
の
幹
線
交
通
路

で
あ
る
函
館
本
線
及
び
こ
れ
に
並
走
す
る
国
道
五
号
線
に
相
互
に
連
櫓
し
合
う
と
い

う
地
理
的
位
置
に
あ
る
。
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
関
す
る
考
察
に
は
出
身
地
と
移

動
先
と
の
こ
の
よ
う
な
、

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
関
係
は
重
要
で
あ
る
。

第
三
に
、
小
・
中
・
大
の
都
市
的
規
模
(
表
9
)
と
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
移
動

北
大
文
学
部
紀
要

年次別離村者(全村)表 10移動先別離村者(全村)表 11

11.3 

16.6 

21.6 

20.2 

14.2 

784 

1020 

951 

670 

533 1952-55 

1956-60 

1961-65 

1966-70 

1971-75 

1976-80 

1981-84 

19.8 

21.6 

18.7 

16.2 

10.6 

3.7 

880 

831 

719 

471 

959 

余 市

小樽

札幌

後志(シリベシ)管内

道内(市部)

道内(郡部)

道 外

11.6 547 

212 

165 

4.5 9.2 409 

100.0 

(注)但し，不明は除く。表 11，

表 12(b)も同様である。

4，718 99.8 
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4，434 

ここでの後志(シリベシ)管内

とは，同管内のうち余市町，

小樽市を除く町村をさす。

(注)



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
怒
志
決
定

先
は
、
山
村
か
ら
の
都
市
移
動
現
象
に
関
す
る
社
会
学
的
考
察
に
は
格
好
の
対
象
地
域
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
余
市
町
は
ニ
V

カ
ウ

ィ
ス
キ

l
、
リ
ン
ゴ
と
ブ
ド
ウ
、
そ
し
て
漁
港
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
人
口
三
万
人
弱
の
田
舎
町
(
地
方
小
都
市
)
で
あ
る
。
次
い
で
小

樽
市
は
、
北
海
道
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
近
代
を
彩
る
歴
史
と
港
湾
で
有
名
な
人
口
一
七
万
人
強
の
地
方
中
都
市
で
あ

る
。
両
者
に
対
し
て
札
幌
市
は
、
昭
和
戦
後
期
に
急
成
長
し
、
今
日
も
発
展
し
続
け
る
人
口
一
六
五
万
人
(
一
九
九

O
年
四
月
現
在
)
の

地
方
大
都
市
で
あ
る
。

移
動
先
を
こ
れ
ら
一
町
二
市
に
限
定
し
、
出
身
地
域
と
の
関
係
を
考
え
る
の
は
、
調
査
時
間
と
調
査
労
力
の
現
実
的
限
界
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
主
と
し
て
右
に
あ
げ
た
諸
点
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
さ
ら
に
い
さ
さ
か
の
思
い
入
れ
を
付
け
加
え
る
と
、

か
つ
て
都
都
連

続
体
説
を
説
い
た
R
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
が
取
り
上
げ
た
四
地
域
は
、
本
稿
の
関
連
し
あ
う
四
地
域
の
布
置
関
係
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な

る
。
こ
れ
も
先
の
諸
地
域
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
こ
だ
わ
り
の
一
つ
で
札
出
。

-184ー

一
山
村
か
ら
都
市
的
状
況
を
異
に
す
る
三
地
域
へ
の
移
動
に
関
し
て
、
表
記
の
課
題
設
定
を
し
考
察
す
る
こ
と
は
、
従

来
、
わ
が
国
で
は
類
似
の
社
会
学
的
研
究
の
蓄
積
が
意
外
な
程
少
な
い
か
ら
、
当
該
領
域
の
埋
め
合
わ
ぜ
が
多
少
な
り
と
も
で
き
る
の
で

と
も
か
く
、

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

都
市
移
動
パ
タ
ー
ン

都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
お
い
て
、
親
族
の
介
在
が
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
の
か
と
い
う
課
題
に
接
近
す
る
た
め
の
具
体
的
な
考
察
の

一
つ
は
、
す
で
に
冒
頭
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
と
の
関
連
に
お
い
て
親
族
存
在
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ



る
。
木
節
で
は
こ
の
た
め
の
前
提
を
な
す
対
象
者
の
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
を
ま
ず
確
認
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
は
、
従
来
、
主
と
し
て
次
の
諸
側
面
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
①
移

勤
者
の
属
性
、
②
出
身
地
に
お
け
る
就
学
・
就
業
・
各
種
サ

l
ヴ
ィ
ス
の
機
会
、
収
入
と
賃
金
、
@
出
身
地
と
移
動
先
と
の
距
離
、
④
移

動
先
の
人
口
規
模
、
⑤
移
動
先
に
お
け
る
就
学
・
就
業
・
各
種
サ

i
ヴ
ィ
ス
の
機
会
、
収
入
と
賃
金
等
々
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
側
面
は
個

人
レ
ベ
ル
、
集
団
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
と
い
う
レ
ベ
ル
の
違
い
を
含
む
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
い
ず
れ
も
マ
ク
ロ
的
に
し
か
も

客
観
的
に
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
を
解
明
す
る
傾
向
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
移
動
パ
タ
ー
ン
の
保
白
川
降
は
何
か
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
、
右
の
諸

(ロ)

側
面
か
ら
の
接
近
は
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
関
す
る
考
察
で
は
、
す
で
に
冒
頭
に
お
い
て
指
摘
し
た
ご
と
く
、
マ
ク
ロ
的
で
客
観
的
な
解
明
に
加

え
て
、
都
市
移
動
行
動
の
ミ
ク
ロ
的
で
主
観
的
な
側
面
の
解
明
が
必
要
と
さ
れ
る
。
移
動
行
動
を
意
思
表
示
の
な
い
た
ん
に
セ
ン
サ
ス
的

。。

な
集
合
体
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
移
動
者
個
々
人
の
意
思
表
示
、
す
な
わ
ち
移
動
者
の
も
つ
移
動
行
動
の
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
視
点
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
の
視
点
に
依
拠
す
る
と
、
移
動
者
自
身
の
移
動
キ
ャ
リ
ア
の
再
構
成
が
可
能
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
移
動

キ
ャ
リ
ア
の
再
構
成
は
、
個
々
人
の
過
去
の
記
憶
に
頼
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
暖
昧
さ
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
も
っ

と
は
い
え
、
回
顧
的
手
法
に
依
拠
し
た
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
の
解
明
は
、
標
題
の
接
近
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
都
市
移
動
パ
タ

ー
ン
の
解
明
に
際
し
て
、
親
族
存
在
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
右
に
指
摘
す
る
よ
う
な
視
点
の
一
環
と
し
て
親
族
の
介
在
の
問
題

が
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
の
考
察
は
次
節
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は
ま
ず
回
顧
的
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
離
村
時
点
に
関
す
る
情
報
に
依
拠
し
て
、
対
象
者
の
離
村
時
の
主
な
属
性

に
よ
る
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
こ
の
場
合
、
直
接
の
対
象
は
、
限
定
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て

北
大
文
学
部
紀
要



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

(
お
)

赤
井
川
村
全
体
の
マ
グ
ロ
的
な
離
村
パ
タ
ー
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
確
認
し
え
た
離
村
時
に
お
け
る
対
象
者
の
属
性
は
①
年
齢
、
②
婚
姻
上
の
地

位
、
③
職
業
上
の
地
位
、
④
出
身
家
族
の
形
態
、
@
家
族
発
達
の
段
階
、
@
続
柄
、
⑦
出

身
家
族
の
主
な
生
業
形
態
、
@
出
身
家
族
の
社
会
階
層
の
八
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ま

ず
①
離
村
時
の
年
齢
か
ら
み
て
お
こ
う
。

表
ロ

ωに
み
る
よ
う
に
、
都
市
移
動
者
の
離
村
時
の
年
齢
は
、
義
務
教
育
修
了
後
の
年

齢
層
、
一
五
歳

t
一
九
歳
が
三
了

O
Zと
も
っ
と
も
多
く
、

こ
れ
に
二

O
歳
i
二
四
歳

の
二
五
・
六
%
が
続
く
。
一

O
代
後
半
か
ら
二

O
代
の
若
い
年
齢
層
が
過
半
数
を
占
め
、

い
わ
ゆ
る
「
若
年
齢
層
型
」
の
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
支
配
的
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
赤

井
川
村
全
村
の
年
齢
別
離
村
パ
タ
ー
ン
を
み
る
と
、

一
九
五
二
年

t
一
九
八
四
年
に
か
け

て
一
五
歳
l
一
九
歳
の
離
村
者
は
一
八
・
五
%
、
二

O
t
二
四
歳
は
一
七
・
六
%
で
あ
っ
た

(
表
口
刷
)
。
と
こ
ろ
で
対
象
者
の
離
村
時
の
年
齢
に
関
し
て
、
後
程
改
め
て
言
及
す
る
が

注
目
さ
れ
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
か
ら
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
三

O
歳
代
以
降

の
中
高
年
齢
層
が
二
O
W
A
い
る
こ
と
。
二
つ
に
、
九
歳

t
一
四
歳
の
就
学
期
の
年
齢
層
が

七
・
九
万
い
る
こ
と
。
コ
一
つ
は
、
二

O
代
に
は
女
性
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

②
婚
姻
上
の
地
位
。
献
村
時
に
未
婚
で
あ
っ
た
者
は
七
四
・
四
%
と
圧
倒
的
に
多
い
が
、

既
婚
者
も
二
五
・
六
%
い
る
。

全
村
レ
ベ
ル
で
は
、

未
婚
者
が
六
八
%
で
あ
る
の
に
対
し

年齢l31J都市移動(離村時)表 12(a)年齢別離村者(全村)表 12(b)

7.9 

31.0 

25.6 

16 

63 

~14 

15~19 

20~24 

25~29 

20.5 

18.5 

17.6 

12.。

965 

870 

830 

~14 

15~19 

20~24 

25~29 

30~39 

40~49 

15.3 

11.3 

5.9 

3.0 

52 

31 568 

524 23 30~39 

40~49 

11.1 

12 q
o
q
o
ウ
4

ヴ

d

F

D

ヴ
4

343 

6 50~ 252 50~59 

363 60~ 
100.0 203 

-186-

100.0 4，715 



て
、
既
婚
者
は
三
二
%
と
な
り
、
対
象
者
の
場
合
に
比
べ
て
既
婚
者
の
割
合
が
若
干
高
い
。
か
く
し
て
婚
姻
上
の
地
位
項
目
に
よ
る
と
、

「
未
婚
者
型
」
の
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
点
は
先
の
年
齢
別
パ
タ
ー
ン
に
相
即
す
る
。
し
か
し
注
目
さ
れ
る
の
は

「
既
婚
者
型
」

の
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
四
名
に
一
名
の
割
合
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
の
場
合
に
顕
著
で
あ
っ
て
、

七

名
中
四
六
名
の
三
六
・
二
%
を
占
め
、
女
性
の
七
・
九
万
(
七
六
名
中
六
名
)
よ
り
断
然
多
い
。

つ
ま
り
対
象
者
に
は
、
男
性
の
既
婚
者
型

の
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
以
下
の
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
る
分
析
で
は
、
項
目
に
よ
っ
て
暖
昧
な
ケ

I
ス
が

あ
る
時
、
除
い
て
集
計
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ト
ー
タ
ル
ケ

l
ス
数
に
変
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

期
の
子
供
と
結
婚
の
た
め
に
離
村
し
た
女
性
と
が
主
に
含
ま
れ
る
。

③
職
業
上
の
地
位
。
離
村
時
に
無
職
で
あ
っ
た
者
は
四

0
・
五
%
、
有
職
者
は
五
九
・
五
%
で
あ
る
。
前
者
に
は
、

後
者
に
つ
い
て
職
種
を
み
る
と
、

一
四
歳
以
下
の
就
学

農
業
が
八
一
名
字
ハ
六
・
四
克
)

者
五
名
と
な
る
。

と
圧
倒
的
で
あ
る
。
農
業
に
つ
ぐ
主
要
な
職
業
は
公
務
員
(
営
林
署
勤
務
者
・
教
員
・
役
場
職
員
)
が
九
名
、
自
営
業
七
名
、
鉱
山
労
務

の
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
過
半
数
を
占
め
る
と
共
に
、
そ
う
し
た
者
の
中
で
は

か
く
し
て
対
象
者
に
は
、

「
有
職
型
」

-187ー

「
離
農
者
型
」
が
大
変
多
い
。

④
出
身
家
族
の
形
態
と
⑤
家
族
発
達
の
段
階
。
対
象
者
が
離
村
時
に
既
婚
か
否
か
を
基
準
に
し
て
家
族
形
態
を
整
理
す
る
と
、
両
者
あ

わ
せ
て
夫
婦
家
族
が
五
五
・
六
%
、

一
世
代
同
居
の
い
わ
ゆ
る
直
系
家
族
は
三

0
・
二
%
、

そ
し
て
他
の
形
態
が
一
四
・
一
%
で
あ
っ
た
。

家
族
発
達
の
段
階
で
は
、
当
該
出
身
家
族
の
位
帯
主
夫
婦
を
中
心
と
し
、
暖
昧
な
場
合
を
除
い
て
整
理
す
る
と
、
第
一
子
高
卒

t
末
子
成

年
の
段
階
が
六
了
一
二
%
と
他
の
発
達
段
階
を
圧
倒
し
て
い
る
。

⑥
続
柄
。
続
柄
別
に
み
た
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
で
は
、
表
日
に
み
る
よ
う
に
、
当
該
世
帯
の
継
承
的
地
位
に
位
置
し
な
い
成
員
が
支
配

的
で
あ
り
、
長
男
以
外
の
成
員
は
六

O
M強
を
占
め
る
。

つ
ま
り
「
非
跡
と
り
(
非
跡
と
り
予
定
)
型
」
が
多
い
。

し
か
し
世
帯
主
(
及

北
大
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部
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親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

続柄別都市移動者

世帯主

世帯主の配偶者

長男

長男以外の男子

長女

長女以外の女子

その{也 8 

100.。

び
世
帯
主
の
配
偶
者
)
・
長
男
と
い
っ
た
地
位
継
承
者
な
い
し
そ
の
予
定
者
が
約
三
分
の
一

19.5 

3.4 

13.2 

26.8 

12.7 

20.5 

3.9 

を
占
め
る
こ
と
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
続
柄
別
の
移
動
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
跡
と
り
(
跡
と
り
予
定
)
型
」

の
都
市
移
動
パ

7 

40 

27 

戸

口

氏

u

n

L

5

2

4

 

タ
ー
ン
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
、
前
述
の

「
既
婚
者
型
」
、
「
離
農
者
型
」
が
多
い
こ
と
に
対

表 13

205 

応
す
る
し
、
次
節
で
改
め
て
指
摘
す
る
「
挙
家
離
村
型
」

の
パ
タ
ー
ン
が
多
い
こ
と
に
も
関

連
す
る
。
全
村
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
跡
と
り
(
跡
と
り
予
定
)
型
」

は
、
対
象
者

の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
四
二
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
出
身
家
族
の
主
な
生
業
形
態
。
こ
れ
は
対
象
者
の
出
身
家
族
に
お
け
る
主
な
生
計
維
持

-188-

者
の
職
業
に
即
し
て
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
農
林
業
と
答
え
た
者
が
六

六
・
一
ニ
%
と
断
然
多
い
。

こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
公
務
(
九
・
三
%
)
、
自
営
業
公
ハ
・
八
万
)
で
あ

り
、
他
の
職
業
は
数
ケ
l
ス
に
す
ぎ
な
い
。

ち
な
み
に
農
林
業
の
場
合
、
専
業
農
家
が
九
八
名
、
第
一
種
兼
業
農
家
は
二
二
名
、
第
二
種

兼
業
農
家
は
少
な
く
と
も
一
五
名
が
確
認
さ
れ
た
。

半
数
を
占
め
る
。

つ
い
で

「
畑
作
」
が
八
・
五
%
と
な
る
。

わ
せ
た
生
業
形
態
が
多
く
み
ら
れ
た
。

③
出
身
家
族
の
社
会
階
層
。

な
お
農
家
の
場
合
、

経
営
内
容
で
は

「
水
田
作
プ
ラ
ス
畑
作
」
が
五
二
・
一
克
と
過

他
は
個
々
の
ケ

l
ス
が
少
な
く
、

む
し
ろ
二
つ
以
上
の
経
営
内
容
を
組
み
合

い
う
ま
で
も
な
く
社
会
階
層
を
一
つ
の
基
準
で
把
握
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
対
象
者
の
場
合
、
離

化
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。

村
年
次
に
か
な
り
の
幅
が
あ
る
し
、
出
身
家
族
の
生
業
形
態
に
つ
い
て
も
、
農
林
業
が
多
い
と
い
え
ど
も
農
家
と
非
農
家
と
を
単
純
に
階
層

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
対
象
者
自
身
に
離
村
時
点
で
の
出
身
家
族
の
社
会
階
層
を
自
己
評
価
し
て
も
ら
い
、



そ
れ
を
採
択
す
る
こ
と
に
し
た
。

中
層

五

得
ら
れ
た
一
九
三
名
の
回
答
結
果
は
上
層
l
一
0
・
四
%
、

な
お
農
家
の
場
合
、
経
営
規
模
は
確
認
し
え
た
か
ら
、
参
考

七・

O
Z、
下
層

i
一
三
一
・
六
%
と
な
っ
た
。

の
た
め
に
表
H
を
作
成
し
た
。
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
が
約
半
数
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
出
身
家
族
の
社
会
階
層
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
低
い
出
身
階
層
に
都
市
移
動
パ
タ
l

ン
、
が
多
い
と
は
一
概
に
呈
一
口
え
ず
、
む
し
ろ
全
階
層
に
及
ぶ
移
動
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
と
い
え
る
。

都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
と
親
族
存
在

都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
と
親
族
存
在
の
有
無
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
先

だ
っ
て
、
対
象
者
の
離
村
時
に
お
け
る
①
離
村
に
つ
い
て
の
相
談
の
有
無
、
②
相
談
相
手
、
@
離
村
の
反

移動前における経営規模

300アーノレ未満

300-500 

500-1000 

24.4 30 

44 35.8 

20.3 

~ 189ー

19.5 24 

表 14

100.0 

25 

123 

1000アーノレ以上

対
者
の
有
無
、

の
三
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

と
い
う
の
も
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
本
節
で
検
討
す
べ
き
内
容
に
関
連
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
本
稿
の
テ
l
マ
そ
れ
自
体
が
こ
う
し
た
諸
点
を
踏
ま
え
て
展
開
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
れ
は
、

そ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
諸
項
目
に
お
い
て
親
族
に
か
か
わ
る
内
容
が
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
の
か
を
確
か
め
て
お
こ
う
。

①
離
村
に
つ
い
て
の
相
談
の
有
無
。
「
離
村
に
つ
い
て
誰
か
に
相
談
し
た
」
と
回
答
し
た
者
が
四
七
・
五
%
あ
り
、

相
談
し
な
か
っ
た
」
者
が
五
二
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
結
婚
・
就
学
・
転
勤
の
た
め
離
村
そ
れ
自
体
に
つ
い
て

「
誰
に
も

相
談
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
、
厳
密
に
は
「
非
該
当
」

に
相
当
す
る
回
答
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
②
相
談
相
手
。
こ
れ
は
い
う

北
大
文
学
部
紀
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親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

ま
で
も
な
く
①
の
「
離
村
に
つ
い
て
相
談
し
た
」
と
回
答
し
た
者
に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
相
談
相
手
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
は

「
家
族
の
者
(
他
出
家
族
成
員
を
含
む
)
」
が
断
然
多
く
九
七
名
中
八
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
他
は
数
は
少
な
く
「
知
人
」
(
五
名
〉
、
「
他

の
親
族
」
(
三
名
川
「
友
人
」
(
二
名
)
、
「
そ
の
他
」
(
四
名
)
で
あ
る
。
③
離
村
の
反
対
者
の
有
無
。
「
離
村
す
る
こ
と
に
反
対
が
あ
っ
た
」

と
回
答
し
た
者
は
わ
ず
か
二
二
名
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
回
答
に
は
、
農
業
後
継
者
で
あ
り
な
が
ら
、
農
業
を
や
め
た
り
、
他
の
職
業
に

就
職
す
る
た
め
に
離
村
し
た
者
が
六
名
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
挙
家
離
村
の
た
め
反
対
さ
れ
た
場
合
は
意
外
な
こ
と
に
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
関
し
て
、
出
身
地
の
家
族
成
員
を
含
む
親
族
が
、
移
動
を
押
し
と

ど
め
る
存
在
と
し
て
果
す
機
能
は
大
変
小
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
で
は
、
移
動
先
に
お
け
る
他
出
し
た
家
族
成
員
や

他
の
親
族
成
員
の
存
在
と
彼
ら
の
果
す
機
能
に
集
中
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
こ
で
改
め
て
、
本
節
の
課
題
を
考
え
る
時
、
前
節
で
言
及
し
な
か
っ
た
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
と
し
て
①
「
単
独
移
動
」
か
「
挙
家
移

- 190ー

動
」
か
、
②
「
直
接
移
動
」

か
「
経
由
移
動
」

か
、
の
二
つ
の
移
動
形
態
に
着
目
し
て
検
討
し
た
い
。
と
い
う
の
も
前
者
の
移
動
形
態
①

に
よ
る
都
市
移
動
)
は
、
単
独
移
動
者
(
「
非
挙
家
離
村
型
」
の
個
人
に
よ
る
都
市

に
つ
い
て
い
え
ば
、
挙
家
移
動
者
(
「
挙
家
離
村
型
」

移
動
)
に
比
べ
て
、
移
動
先
の
確
実
な
情
報
、
移
動
後
の
生
活
準
備
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
移
動
先
の
親
族
存
在
が
い
っ
そ

う
重
要
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
親
族
が
都
市
移
動
に
伴
う
緊
張
・
葛
藤
を
軽
減
す
る
バ
ッ
フ
ァ
l
の
役
割
を
果
し
て
い
る

と
す
る
移
動
促
進
仮
説
に
か
か
わ
る
。
後
者
の
②
に
つ
い
て
も
、
直
接
移
動
の
場
合
、
挙
家
移
動
と
同
様
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
直
接
移
動
(
赤
井
川
村
よ
り
直
接
移
動
先
に
移
動
し
た
)
者
は
経
由
移
動
(
他
地
域
を
経
由
し
て
移
動
先
に
移
動
し
た
〉
者
に
比

べ
て
、
移
動
経
験
が
少
な
い
か
ら
新
し
い
移
動
先
へ
の
不
安
や
抵
抗
を
よ
り
多
く
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
直

接
移
動
者
は
経
由
移
動
者
に
比
べ
て
親
族
存
在
の
必
要
性
が
い
っ
そ
う
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。



点
の
置
き
ど
こ
ろ
が
異
な
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
①
②
の
両
移
動
形
態
は
、
①
が
移
動
単
位
に
か
か
わ
り
、
②
は
移
動
の
経
験
と
時
間
の
経
緯
を
含
む
こ
と
か
ら
、
力

し
か
し
両
者
と
も
、
右
に
指
摘
し
た
意
味
に
お
い
て
、
都
市
移
動
パ
タ

l
γ

と
親
族
存
在
と
の
関
連
を
問

う
時
、
重
要
な
移
動
形
態
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
を
ひ
と
ま
ず
確
認
す
る
と
、
①
「
単
独
移
動
型
(
単
独

以
下
「
単
独
型
」
と
略
す
)
」
が
二
一
八
名
(
六
三
・
一
%
)
、

移
動
者
、

「
挙
家
移
動
型
(
挙
家
移
動
者
、

以
下
「
挙
家
型
」
と
略
す
)
」

が
六
九
名
会
一
四
・
O
U
A
て
そ
の
他
が
六
名
(
一
了
九
%
)
と
な
っ
て
い
る
(
但
し
暖
昧
な
場
合
は
除
く
)
。
②
「
直
接
移
動
型
」

の
移
動
者
(
以
下
「
経
由
型
」
と
略
す
)
は
九

O
名

(
四
三
・
九
克
)
で
あ
っ
た
。 と

略
す
)
は
一
一
五
名
(
五
六
・
一
%
)
、
「
経
由
移
動
型
」

な

挙家移動 24 16 29 69 

34.8 23.2 42.0 

44.4 28.6 33.3 35.0 

単独移動 30 40 58 128 

23.4 31.3 45.3 

55.6 71.4 66.7 65.0 

54 56 87 197 
計

27.4 28.4 44.2 100.。

者
(
以
下
「
直
接
型
」

お
両
者
を
移
動
先
別
に
み
た
の

が
表
団

ω・
山
別
で
あ
る
。
先
に

注
目
し
た
「
挙
家
型
」

は
余
市

町
へ
の
移
動
者
に
、
「
単
独
型
」

は
小
樽
市
に
多
い
が
、
こ
れ
ら

に
は
有
意
差
が
み
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
直
接
型
」

は
余
市
町
と
小
樽
市
へ
の
移
動

者
に
多
く
み
ら
れ
、
「
経
由
型
」

は
札
幌
市
へ
の
移
動
者
に
多
く

北
大
文
学
部
紀
要

市|小樽|キL

表 15(a) 

¥¥¥[余

の
移
動

直接移動 41 37 37 115 

35.6 32.2 32.2 

71.9 61.7 42.1 56.1 

経由移動 16 23 51 90 

17.8 25.6 56.6 

28.1 38.3 57.9 43.9 

57 60 88 205 
計

27.8 29.3 42.9 100.。
χ2=13.6 

院

-191ー

移動形態別移動先

司:

(df=2) Pく0.01

、
市

表 15(b)

て三ゴ7



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

な
り
、
こ
れ
ら
の
移
動
形
態
と
移
動
先
と
の
聞
に
は
、
有
意
な
関
係
が
み
ら
れ
た
。

そ
れ
で
は
次
に
、
移
動
先
で
あ
る
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市
に
対
象
者
が
離
村

し
た
時
点
に
お
い
て
、
当
該
地
に
親
族
が
存
在
し
た
か
否
か
を
み
て
お
こ
う
。
表
vm

は
、
離
村
年
次
別
に
移
動
先
の
一
町
二
市
に
親
族
が
い
た
か
ど
う
か
を
み
た
も
の
で

あ
る
。
全
体
で
は
、
親
族
が
い
た
者
は
七
了
六
%
で
あ
り
、
親
族
が
い
な
い
者
は

二
八
・
四
%
で
あ
っ
た
。

昭
和
二

0
年
代
か
ら
四

0
年
代
に
か
け

興
味
深
い
の
は
、

て
離
村
年
次
が
新
し
く
な
る
に
伴
い
、
都
市
的
地
域
に
親
族
が
い
る
と
回
答
す
る
者

し
か
し
、
移
動
先
を
余
市
、
小
樽
、
札

幌
の
地
域
別
に
親
族
存
在
の
有
無
を
み
る
と
有
意
差
は
み
ら
れ
な
い
(
表
口
)
。
都

の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

市
の
人
口
規
模
、
都
市
へ
の
距
離
、
都
市
的
機
能
と
い
っ
た
移
動
先
の
都
市
的
状
況

の
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
親
族
存
在
の
有
無
に
関
し
て
は
有
意
差
は
み
ら
れ

ず、

一
町
二
市
と
も
圧
倒
的
に
親
族
が
い
た
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
親
族
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
親
族
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
を
さ
ら
に
確
か
め
て
お
こ
う
。
手
続
き
と
し
て
は
、
対
象
者
自
身
が
日
頃
交
際

の
あ
る
親
族
と
し
て
認
知
し
、
そ
う
し
た
認
知
に
も
と
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
た
親
族
に

依
拠
し
て
い
る
。
親
族
の
存
在
は
少
な
い
者
で
一
人
か
ら
、
も
っ
と
も
多
い
者
で
一

一
人
へ
と
か
な
り
幅
が
あ
る
。
そ
う
し
た
親
族
存
在
に
つ
い
て
、

一
人
だ
け
を
あ
げ

言十

18 15 29 33 41 8 144 

有 12.5 10.4 20.1 22.9 28.5 5.6 

58.1 50.0 69.1 75.0 91.1 88.9 71.6 

13 15 13 11 4 1 57 

無 22.8 26.3 22.8 19.3 7.0 1.8 

41.9 50.0 31.0 25.0 8.9 11.1 28.4 

31 30 42 44 45 9 201 

15.4 14.9 20.9 21.9 22.4 4.5 100.0 

¥ ¥ 1 -山 1S20-29 1ル 341S35-羽|ル平瓦瓦|

-192ー

(df=5) P<O.Ol χ2=19.8 



十』-一雪ロ

余市 45 12 57 

79.0 21.1 

30.8 21.1 28.1 

小 樽 45 15 60 

75.0 25.0 

30.8 26.3 29.6 

札幌 56 30 86 

65.1 34.9 

38.4 52.6 42.3 

146 

71.9 28.1 I 100.0 

昨一無有

表 17

¥¥l 
で
る
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
で
イ
ト
コ
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

た
者
が
六
七
名
と
も
っ
と
も
多
か
っ

た。

つ
い
で
二
人
の
親
族
を
あ
げ
た

者
は
三
七
名
、
三
人
l
一
九
名
、

人
以
上
l
二
三
名
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
親
族
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
整
理

し
た
の
が
表
団
で
あ
る
。
表
か
ら
も

明
ら
か
な
ご
と
く
、
主
な
親
族
と
し

て
も
っ
と
も
多
く
あ
げ
ら
れ
た
の
は

本
人
の
き
ょ
う
だ
い
、

オ
ジ
・
オ
パ

離
村
時
に
お
け
る
移
動
先
で
の
こ
う
し
た
親
族
存
在
を
、
先
に
指
摘
し
た
移
動
形
態
に
関
係
づ
け
て

検
討
し
て
み
よ
う
。

カミ

「
挙
家
型
」

か
と
い
う
移
動
単
位
に
注
目
し
た
形
態
と
親
族
存

ま
ず
当
該
移
動
者
が
「
単
独
型
一

在
の
有
無
と
の
関
係
は
、
有
意
差
を
一
不
さ
な
か
っ
た
(
表
四

ω)。
こ
れ
に
対
し
て
、
移
動
経
験
と
時
間
の

経
緯
と
い
う
視
点
に
た
つ
移
動
形
態
で
あ
る
「
直
接
型
」
か
「
経
由
型
」
か
に
よ
る
と
、
表
印
刷
に
示

す
よ
う
に
、
親
族
の
有
無
と
の
関
係
は
有
意
な
関
係
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
直
接
型
」
は
、
「
経
由
型
」

に
比
べ
て
移
動
先
に
親
族
が
い
た
と
す
る
者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
直
接
当
該
都
市
に
移
動
し
て
き
た

北
大
文
学
部
紀
要

四

そ

の

他

移動先における親族(離村時)表 18

配
偶
者
の
親
族

12 
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23 1 62 6 71 6 7 12 



者
で
は
八
一
・
七
%
が
移

親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

動
先
に
親
族
が
い
た
の
に

対
し
て
、
他
地
域
を
経
由

し
て
移
動
し
て
き
た
者
で

は
そ
れ
が
五
九
・
一
%
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
結
果

を
さ
ら
に
余
市
、
小
樽
、

札
幌
の
移
動
先
別
に
整
理

し
た
の
が
表
却
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
余
市
町

と
札
幌
市
へ
の
移
動
者
の

場
合
、
「
経
由
型
」

ベ
て
、
「
直
接
型
」

上hお

い
て
親
族
が
当
該
地
域
に

存
在
し
た
と
回
答
す
る
者

の
比
率
が
高
い
。
こ
れ
ら

の
移
動
先
に
比
べ
る
と
、

移動形態別親族の有無

「一て
移動先別移動形態別親族

の有無

子三ゴ

表20

直接移動 34 7 41 

余
82.9 17.1 

23.3 12.3 20.2 

経由移動 11 5 16 

市 68.7 31.3 

7.5 8.8 7.9 

直接移動 28 9 37 

75.7 24.3 

19.2 15.8 18.2 

経由移動 17 6 23 

樽 73.9 26.1 

11.7 10.5 11.3 

直接移動 32 5 37 

キL
86.5 13.5 

21.9 8.8 18.2 

経由移動 24 25 49 

悦 49.0 51.0 

16.4 43.9 24.1 

146 57 203 
言十

71.9 28.1 100.。

計

挙家移動 38 26 64 

59.4 40.4 

40.0 31.7 36.2 

単独移動 57 56 113 

50.4 49.6 

60.0 48.3 63.8 

95 82 177 
言十

53.7 46.3 100.0 

無有

計無ー有

移動形態別親族の有無

直接移動 94 21 115 

81.7 18.3 

64.4 36.8 56.7 

経由移動 52 36 88 

59.1 40.1 

35.6 63.2 43.3 

146 57 203 
言十

71.9 28.1 100.0 

計無有
一
勺

;(2=12.7 (df=1) P<0.001 

-194ー

(df=6) Pく0.01χ2=19.5 



小
樽
市
で
は
、
「
直
接

型
」
と
「
経
由
型
」
と

に
お
い
て
親
族
の
有
無

の
占
め
る
割
合
に
差
が

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

L 、
と
こ
ろ
で
、
都
市
移

動
パ
タ
ー
ン
と
親
族
存

在
と
の
関
連
に
つ
い

て
、
い
ま
ひ
と
つ
移
動

先
の
都
市
選
択
の
理
由

を
通
じ
て
検
討
し
て
お

こ
う
。
表
幻
川
開
山
仰
は
、

当
該
移
動
先
の
都
市
選

択
理
由
を
「
挙
家
型
」

と
「
単
独
型
」
、
「
直
接

型
」
と
「
経
由
型
」

北
大
文
学
部
紀
要

の

移動形態別都市選択理由

¥¥ 家族 友人
仕事があ
っTこ

転勤 進学 結婚 近い 言十
親族 知人 仕事があ その他

りそう

挙家移動 29 7 12 7 2 O 3 9 69 

42.0 10.1 17.4 10.1 2.9 4.4 13.0 

60.4 38.9 25.0 38.9 22.2 50.0 50.0 35.0 

単独移動 19 11 36 11 7 32 3 9 128 

14.8 8.6 28.1 8.6 5.5 25.0 2.3 7.0 

39.6 61.1 75.0 61.1 77.8 100.0 50.0 50.0 65.0 

48 18 48 18 9 32 6 18 197 
計

24.4 9.1 24.4 9.1 4.6 16.2 3.0 9.1 100.。

表 21(a)

χ2=36.2 (df=7) P<0.001 

移動形態別都市選択理由

¥ 家族 友人
仕事があ
っt.::.

転勤 進学 結婚 近い その他 言十
親族 知人 仕事があ

りそう

直接移動 29 11 23 2 6 25 7 12 115 

25.2 9.6 20.0 1.7 5.2 21.7 6.1 10.4 

58.0 61.1 46.0 10.5 66.7 78.1 87.5 63.2 56.1 

経由移動 21 7 27 17 3 7 1 7 90 

23.3 7.8 30.0 18.9 3.3 7.8 1.1 7.8 

42.0 38.9 54.0 89.5 33.3 21.9 12.5 36.8 43.9 

50 18 50 19 9 32 8 19 205 
言十

24.4 8.8 24.4 9.3 4.4 15.6 3.9 9.3 100.0 

表21(b)

-195ー

(df=7) P<0.001 :>:2=28.6 



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

両
移
動
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
石
。
前
者
の

「
挙
家
型
」

か
「
単
独
型
」

か
と
い
う
移
動
単
位
に
注
目
し
て
都
市
選
択

の
理
由
を
み
る
と
(
表
紅
同
)
、
「
単
独
型
」

の
場
合
、
「
挙
家
型
」

に
比
べ
て
、
「
仕
事
が
あ
っ
た
。
仕
事
が
あ
り
そ
う
」
と
い
う
就
業
に

関
す
る
理
由
と
「
進
学
」
、
「
結
婚
」

に
よ
る
理
由
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

と
く
に
「
結
婚
」
を
あ
げ
た
者
で
は
、
女
性
が
す
べ
て
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
結
婚
移
動
型
」

の
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
が
顕
著
で
あ
る
。

ま
た
「
単
独
型
」

で
は

「
他
出
家
族
成
員
を
含
む
親
族
が
い
る

(
以
下
で
は
「
家
族
・
親
族
」
と
略
す
)
を
都
市
選
択
の
理
由
と
し
て
あ
げ
る
者
の
割
合
は
少
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、

「
挙
家
型
」

で
は
「
家
族
・
親
族
」
を
都
市
選
択
理
由
と
し
て
あ
げ
る
者
が
大
変
多
い
。
「
単
独
型
」

に
お
け
る
こ
の
理
由
の
占
め
る
割
合
に
比
較
す

る
時
、

「
挙
家
型
」

に
お
け
る
こ
の
選
択
理
由
は
大
変
高
い
比
率
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

す
で
に
表
団

ωに
関
し
て
言
及
し
た
ご
と
く
、

の
両
タ
イ
プ
は
、
移
動
先
に
お
け
る
親
族
存
在
の
有
無
と
の
関
係
に
有
意
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

た
ん
に
一
般
的
な
親
族
存
在
の
有
無
と
い
う
設
問
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
移
動
先
の
都
市
選
択
理
由
と
し
て
特
定
化
し
関
係
づ
け
て
み

「
単
独
型
」
と
「
挙
家
型
」

-196ー

た
時
、
右
に
み
た
よ
う
な
有
意
な
関
係
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
さ
ら
に
「
直
接
型
」
か
「
経
由
型
」

か
に
よ
っ
て
都
市
選
択
理
由
を
み
る
と
、

「
経
由
型
」

は
「
直
接
型
」

に
比
べ
て

「
転
勤

の
た
め
」
、

「
仕
事
が
あ
っ
た
・
仕
事
が
あ
り
そ
う
」
と
い
う
い
ず
れ
も
就
業
に
関
す
る
理
由
の
占
め
る
割
合
が
高
い
(
表
紅

ω)。

れ

に
対
し
て
「
直
接
型
」

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
家
族
・
親
族
」
と

「
結
婚
」
を
都
市
選
択
の
理
由
と
し
て
あ
げ
る
者
の
絶
対
数
が
多
く

し
か
も
そ
れ
ら
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

移
動
先
の
都
市
選
択
理
由
を
通
じ
て
親
族
の
存
在
を
考
察
し
た
結
果
、

「
単
独
型
」
よ
り
「
挙
家
型
」

の
移
動
パ

タ
ー
ン
に
お
い
て
、
ま
た
「
経
由
型
」

よ
り
「
直
接
型
」

の
移
動
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
親
族
存
在
の
意
味
が
よ
り
い
っ
そ
う

強
く
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
次
節
で
は
、
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
親
族
存
在
の
問



題
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
都
市
移
動
過
程
に
お
け
る
親
族
の
果
す
機
能
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

四

都
市
移
動
過
程
に
お
け
る
親
族
機
能

都
市
移
動
に
際
し
て
、
都
市
に
居
住
す
る
親
族
が
後
続
の
新
し
い
移
動
者
に
対
し
て
都
市
移
動
を
促
す
、
あ
る
い
は
都
市
移
動
を
容
易

に
す
る
役
割
を
果
す
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
移
動
先
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
移
動
先
に
お
け
る
住
宅
及
び
職
業
の
紹

介
や
確
保
を
親
族
が
担
う
と
い
わ
れ
る
の
は
そ
の
代
表
的
な
内
容
で
あ
る
。
冒
頭
で
位
置
づ
け
た
促
進
仮
説
は
こ
う
し
た
こ
と
に
か
か
わ

る
。
前
節
に
お
い
て
考
察
し
た
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
と
親
族
存
在
の
有
無
と
の
関
連
が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
検
討
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
情
報
・
住
宅
・
就
業
等
の
生
活
の
具
体
的
な
内
容
に
か
か
わ
る
親
族
機
能
の
存
在
は
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。

-197ー

し
か
し
前
節
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
本
節
の
課
題
は
、
従
来
、
諸
外
国
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
も
、

移
動
先
に
親
族
が
存
在
し
、
そ
う
し
た
親
族
を
実
際
に
活
用
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
存
在
し
て
も
活
用
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
存

在
し
な
か
っ
た
の
で
活
用
で
き
な
か
っ
た
の
か
、

さ
ら
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
他
の
い
か
な
る
手
段
を
活
用
し
た
の
か
、
そ

し
て
ま
た
他
の
手
段
は
親
族
の
活
用
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
諸
相
が
明
確
に
さ
れ
な
い
で
意
外
に
ル
ー
ズ
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
相
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
当
該
移
動
先
に
お
け
る
親
族
存
在
の
有
無
に
よ
っ
て
移
動
者
が
都
市
移
動
過
程
に
お
い
て
こ
う
し
た
親
族
を
実
際

ど
の
よ
う
に
介
在
さ
せ
た
の
か
、
そ
の
点
を
移
動
時
点
に
お
け
る
①
不
安
意
識
の
有
無
、
②
就
職
の
世
話
、
@
住
宅
の
世
話
の
側
面
に
お

い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
こ
こ
で
い
う
都
市
移
動
過
程
と
は
、
単
に
都
市
的
地
域
に
移
動
す
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

北
大
文
学
部
紀
要



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
士
山
決
定

移
動
に
伴
う
生
活
環
境
の
変
化
に
対
す
る
適
応
の
過
程
を
意
味
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
節
の
ね
ら
い
は
、
こ
う
し
た
広
義
の
生
活
環
境
へ
の
適
応

過
程
に
親
族
が
ど
の
よ
う
に
介
在
す
る
の
か
と
い
う
課
題
に
か
か
わ
る
。
都

市
移
動
の
意
志
決
定
に
は
、
前
提
と
し
て
こ
の
よ
う
な
内
容
が
伴
う
と
考
え

る。
そ
れ
で
は
ま
ず
①
不
安
意
識
の
有
無
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
辺
は
、

移
動
時
に
お
け
る
不
安
意
識
の
有
無
を
当
該
移
動
先
に
親
族
が
存
在
す
る
か

不
安
意
識
の
有
無
は
対
象
者

否
か
に
関
係
づ
け
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
主
要
な
属
性
で
あ
る
性
、
移
動
時
に
お
け
る
年
齢
、
学
歴
、
婚
姻
上
の
地

親族の有無と不安意識、不 安

計
有 無

37 102 139 

予見 有 26.6 73.4 

60.7 78.5 72.8 

24 28 52 

族 命E 46.2 53.9 

39.3 21.5 27.2 

61 130 191 
計

31.9 68.1 100.0 

(df=1) P<0.05 χ2=6.6 
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表22

位
、
出
身
家
族
の
階
層
、
出
身
家
族
に
お
け
る
主
な
生
業
、
移
動
前
の
職
業
の
有
無
ゃ
、
離
村
年
、
単
独
移
動
か
挙
家
移
動
か
、
直
接
移

動
か
経
由
移
動
か
の
項
諸
目
に
も
関
連
づ
け
て
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
出
身
家
族
に
お
け
る
主
な
生
業
と
移
動
先
に
お
け
る
親
族

の
有
無
の
二
項
目
に
有
意
な
関
係
が
み
い
だ
さ
れ
た
。
前
者
の
項
目
に
関
し
て
い
え
ば
、
出
身
家
族
の
生
業
が
専
業
農
家
で
あ
る
場
合
、

移
動
に
不
安
を
感
じ
た
者
の
比
率
が
高
く
、
逆
に
非
農
家
の
場
合
、
移
動
に
不
安
を
感
じ
な
か
っ
た
者
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ぉ
、
出
身
家
族
の
生
業
が
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
者
は
非
農
家
の
傾
向
に
大
変
類
似
し
て
い
た
百
八
・

2)。

な

親
族
の
有
無
の
項
目
で
は
、
表
か
ら
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
移
動
先
に
親
族
が
い
た
者
に
は
、
不
安
が
な
か
っ
た
と
回
答
す
る
者
の
比

率
が
高
く
、
こ
れ
に
対
し
て
移
動
先
に
親
族
が
い
な
か
っ
た
者
は
、
不
安
が
あ
っ
た
と
回
答
す
る
者
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
移
動
先
に
お
け
る
親
族
の
有
無
と
単
独
移
動
か
挙
家
移
動
か
を
組
み
合
わ
せ
た
四
タ
イ
プ
と
不
安
意
識
の
有
無
と
の
関
係
を
み
る



と
有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
同
様
の
手

続
き
に
よ
っ
て
、
親
族
の
有
無
と
直
接
移
動
か
経
由

移
動
か
を
組
み
合
わ
せ
た
四
タ
イ
プ
(
「
親
族
有
直

接
移
動
型
」
、
「
親
族
有
経
由
移
動
型
」
、
「
親
族
無
直

接
移
動
型
」
、
「
親
族
無
経
由
移
動
型
」
)
と
不
安
意
識

の
有
無
と
の
関
係
で
は
有
意
差
が
み
ら
れ
た
(
表

お
)
。
す
な
わ
ち
四
タ
イ
プ
の
う
ち
総
じ
て
、
「
親
族

有
」
の
二
つ
の
タ
イ
プ
は
、

「
親
族
無
」

の
二
つ
の

タ
イ
プ
に
比
べ
て
不
安
意
識
を
も
っ
た
者
の
比
率
が

少
な
か
っ
た
。

と
く
に

「
親
族
有
経
由
移
動
型
」

不
安
意
識
を
も
っ
た
者
の
比
率
が
も
っ
と
も
低
く
、
逆
に

も
高
か
っ
た
。

親族有無別移動形態別不安意識

そ三二
不安意識

計
有 無

直接移動 30 62 92 

親
32.6 67.4 

49.2 47.7 48.2 

I矢
経由移動 7 40 47 

有 14.9 85.1 

11.5 30.8 24.6 

直接移動 9 10 19 

親
47.4 52.6 

14.7 7.7 9.9 

族

経由移動 15 18 33 

事尽 45.5 54.6 

24.6 13.8 17.3 

61 130 191 
言十

31.9 68.1 100.0 
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(df=3) P<O.Ol χ2= 11.1 

表 23

「
親
族
無
直
接
移
動
型
」

に
不
安
意
識
が
あ
っ
た
と
す
る
者
の
比
率
が
も
っ
と

移
動
先
に
お
け
る
親
族
存
在
の
有
無
と
不
安
意
識
の
有
無
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
親
族
の
存
在
が
移
動
者
の
も
つ
不
安
を
軽

減
さ
せ
る
機
能
を
果
し
て
い
る
も
の
と
受
け
と
め
て
よ
い
。

②
初
職
の
紹
介
。
こ
こ
で
い
う
初
職
と
は
、
移
動
前
に
無
職
で
あ
っ
た
者
及
び
移
動
前
に
有
職
で
あ
っ
た
が
移
動
に
際
し
て
転
職
し
た

者
に
つ
い
て
、
両
者
の
移
動
後
の
初
職
を
さ
し
て
い
る
。
彼
ら
の
初
職
の
紹
介
、
が
主
に
ど
の
よ
う
な
チ
ャ

γ
ネ
ル
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
の

北
大
文
学
部
紀
要

か
を
、
移
動
時
に
お
け
る
移
動
先
の
親
族
の
有
無
に
よ
っ
て
整
理
し
た
の
が
表
M
で
あ
る
。
表
か
ら
、
移
動
先
に
親
族
が
い
て
、
移
動
に



介紹

1
|
|

蜘
一
校
等

初

一

安

飢
一
尚
子
職

有
一
|
|
ー

の
一

族
一

親

下 親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

言十

36 46 15 25 122 

親
有 27.7 35.4 11.5 19.2 

83.7 71.9 68.2 67.6 73.5 

7 18 7 12 44 

族 骨、E 13.7 35.3 13.7 23.5 

16.3 28.1 31.8 32.4 26.5 

43 64 22 37 166 
計

25.9 38.5 13.3 22.3 100.0 

分自
人
人

友
知

族
族

家
親、¥|

伴
う
初
職
の
紹
介
に
際
し
て
、
こ
う
し
た
親
族
を
実
際
に
活
用
し
た
の
か
否
か
が
分

る
。
同
時
に
、
親
族
が
い
て
も
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
も

明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
表
に
よ
り
、

ま
ず
確
認
し
う
る
こ
と
は
、
親
族
が
存
在
す
る
場
合
、
初
職
の

紹
介
ル
l
ト
と
し
て
も
っ
と
も
多
い
選
択
肢
は
「
友
人
・
知
人
」

で
あ
り
、

つ
い
で

「
家
族
・
親
族
(
他
出
家
族
成
員
を
含
む
親
族
)
」
、
「
自
分
で
み
つ
け
る
」
と
な
っ
て

い
る
。

」
れ
に
対
し
て
、
親
族
が
い
な
い
場
合
、

「
友
人
・
知
人
」
が
や
は
り
も
っ

と
も
多
く
、
こ
れ
に
「
自
分
」
が
続
く
。
こ
れ
ら
二
つ
の
選
択
肢
に
比
べ
る
と
、
比

率
的
に
は
か
な
り
少
な
く
な
る
が
、
移
動
先
以
外
の
「
家
族
・
親
族
」
と
「
学
校
や

-200 

職
業
安
定
所
等
の
機
関
」
が
同
じ
比
率
で
続
い
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
初
職

の
紹
介
は
、
「
友
人
・
知
人
型
」
と
「
家
族
・
親
族
型
」

の
両
タ
イ
プ
が
全
体
と
し

て
六
四
・
四
w々

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
的
関
係
が
都
市
移
動

者
に
と
っ
て
主
要
な
就
業
回
路
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
学
校
や
そ
の
他
の
社
会
的
諸

機
関
を
通
じ
て
と
い
う
「
機
関
型
」

は
少
な
い
。
む
し
ろ
自
分
で
み
つ
け
る
「
自
立

型
」
が
意
外
に
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
初
職
の
紹
介
を
「
家
族
・
親
族
」

に
求
め
た
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、

当
該
移
動
先
に
親
族
が
い
て
、
実
際
そ
う
し
た
親
族
を
活
用
し
た
者
が
八
三
・
七
%



い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
高
い
活
用
比
率
と
い
え
る
。

ち
な

み
に
、
当
該
都
市
移
動
後
に
お
け
る
転
職
の
有
無
及
び
転
職
に
際
し
て
の
職

業
紹
介
者
を
さ
ら
に
確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
非
該
当
・
無
回
答
を
除
く
一

八
五
名
に
つ
き
九
八
名
(
五
三
万
)
に
転
職
経
験
者
が
い
た
。
こ
う
し
た
転

職
者
の
職
業
紹
介
ル
l
ト
を
み
る
と
「
自
立
型
」
が
四
二
名
、
「
友
人
・
知

「
白
立
型
」
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

人
型
」
が
二
五
と
な
り
、

れ
ら
の
タ
イ
プ
に
対
し
て

「
家
族
・
親
族
型
」

は
、
わ
ず
か
一
四
名
に
す
ぎ

ず、

初
職
の
紹
介
に
比
べ
る
と
転
職
の
場
合
、

の
占
め

「
家
族
・
親
族
型
」

る
ウ
ェ
イ
ト
が
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

移
動
に
伴
う
「
職
業
紹
介
」

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
の
親
族
の
重
要
性

は
、
初
職
と
転
職
と
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
移
動
先
で
の
初
職
の
就
業
回
路
に
お
け
る
親
族
介
在
機
能
は
、

n
-
B
U
P
L
A
 

T
A
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る
親
族
存
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
移
動
者
に
と
っ
て
職
業
生
活
の
領
域
に
お
け

る
実
質
的
な
援
助
的
意
味
、
つ
ま
り
適
応
促
進
的
な
機
能
を
有
す
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。

③
住
宅
取
得
。
移
動
に
伴
う
新
し
い
住
宅
の
確
保
は
、
就
業
以
上
に
緊
急

性
と
確
実
性
と
が
要
求
さ
れ
る
。
先
に
ふ
れ
た
①
②
の
側
面
は
、
こ
の
住
宅

北
大
文
学
部
紀
要

〉四

」ー

親族の有無と最初の住宅取得経路

、三
紹介 同 居

家族|吋時|自分 家族|友人同入|寮社
言十

親 族 知 人 業者 親族知人 宅等

26 23 7 10 36 4 10 27 143 

事見 有 18.2 16.1 4.9 7.0 25.2 2.8 7.0 18.9 

92.9 65.7 87.5 62.5 100.0 50.0 52.6 56.3 72.2 

2 12 1 6 O 4 9 21 55 

族 占lf 3.6 21.8 1.8 10.9 7.3 16.4 38.2 

7.1 34.3 12.5 37.5 50.0 47.8 43.8 27.8 

28 35 8 16 36 48 198 

14.1 17.7 4.0 8.1 18.2 4.0 I 9.6 24.2 

表25

-201-

(df=7) P<O.OOl χ2=33.9 



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

取
得
の
側
面
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
住
宅
取
得
を
や
は
り

移
動
時
の
最
初
の
住
宅
に
つ
い
て
、
主
に
ど
の
よ
う
な
経
路
を
通
じ
て
確
保
し

た
か
を
親
族
の
有
無
と
の
関
連
に
お
い
て
ま
と
め
た
の
が
表
犯
で
あ
る
。
こ
の

住
宅
取
得
に
つ
い
て
は
、
不
安
意
識
の
場
合
と
同
様
、
他
の
諸
項
目
と
の
関
係

も
合
わ
せ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
表
部
の
ご
と
く
、
性
、
単
独
移
動
か
挙
家
移

動
か
、
直
接
移
動
か
経
由
移
動
か
、
そ
し
て
親
族
存
在
の
有
無
の
四
項
目
に
お

い
て
、
有
意
差
が
み
ら
れ
た
。
親
族
と
の
関
係
に
関
す
る
言
及
に
先
だ
ち
、
他

の
諸
項
目
と
の
関
連
に
ひ
と
ま
ず
ふ
れ
て
お
こ
う
。

な
お
、
移
動
時
点
に
お
け

る
最
初
の
住
宅
の
所
有
形
態
は
、
寮
・
社
宅
・
寄
宿
舎

l
八
九
名
、
持
ち
家
|

四
三
名
、
借
家
|
三
八
名
、
借
室
l
一
三
ニ
名
(
但
し
り
・
同
-wZ-
〉
・
は
除
く
)

で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
性
別
を
み
る
と
、
男
性
で
は
住
宅
の
取
得
経
路
は
所
与
的

な
「
寮
・
社
宅
・
寄
宿
舎
」
が
も
っ
と
も
あ
/
く
、
こ
れ
に
つ
い
で

「
友
人
・
知
人
」

し
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
女
性
の
場
合
、
「
婚
入
(
嫁
入
り
)
」
と
「
家
族
・
親
族
」
と
の
同
居
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ

に
つ
い
で

「
寮
・
社
宅
・
寄
宿
舎
」

と
な
っ
て
い
る
。

「
寮
・
社
宅
・
寄
宿
舎
」
(
一
二
七
名
中
三
五
名
l
二
七
・
六
%
)
、「

家
族
・
親
族
」
(
六
六
名

移
動
形
態
で
み
る
と
、

単
独
移
動
の
場
合
、

こ
れ
に
対
し
て
挙
家
移
動
で
は
、

同
居
(
一
二
七
名
中
二
七
名
l
ニ
了
三
児
)
が
主
要
な
選
択
肢
で
あ
る
。

諸項目と住宅取得経路との関係表 26

(df) χ2 有 意差目項

(5) 

(7) 

(7) 

(7) 

37.3 

43.8 

27.9 

P<O.OOl 

ns 

ns 

P<O.OOl 

P<O.OOl 

P<O.OOl 

ns 

ns 

ns 

ns 

ns 

性

年齢

学歴

結婚上の地位

階層の自己評価

主 な 生 業

職業の有無

離村年

挙家移動か否か

直接移動か否か

親族の有無

の
紹
介
、
そ
し
て

「
家
族
・
親
族
」
と
の
同
居
な
い

「
家
族
・
親
族
」
と
の

33.9 
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中
二
一
名

l
三
一
・
八
%
)
を
介
し
て
が
も
っ
と
も
多
く
、
「
友
人
・
知
人
」
(
六
六
名
中
一
八
名

l
二
七
・
三
%
)
の
紹
介
が
続

く
。
い
ま
ひ
と
つ
の
移
動
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
直
接
移
動
と
、
経
由
移
動
に
つ
い
て
い
え
ば
、
前
者
で
は
「
家
族
・
親
族
」
と
の
同
居
(
一

」
れ
に

一
四
名
中
二
五
名
i
二
了
九
%
〉
、

「
家
族
・
親
族
」

の
紹
介
(
一
一
四
名
中
二
一
名
l
一
八
・
四
%
て

後
者
で
は
「
寮
・
社
宅
・
寄
宿

舎
」
(
八
六
名
中
三
一
一
名

l
三
七
・
二
%
)
、

「
友
人
・
知
人
」

の
紹
介
(
八
六
名
中
二
ハ
名
l
一
八
・
六
%
)
が
、

そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
選
択

肢
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
親
族
存
在
の
有
無
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
右
の
他
の
諸
項
目
よ
り
も
い
っ
そ
う
興
味
深
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
表
出

に
即
し
て
そ
れ
を
指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
移
動
先
に
親
族
が
い
る
場
合
、
同
居
か
紹
介
か
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
家
族
・
親
族
」

を
あ
げ
る
者
が
も
っ
と
も
多
く
、

し
か
も
「
家
族
・
親
族
」
を
選
択
し
た
も
の
は
、
移
動
先
の
親
族
を
活
用
す
る
者
の
比
率
が
圧
倒
的
に

- 203ー

高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
移
動
後
の
最
初
の
住
宅
確
保
が
「
家
族
・
親
族
」
と
の
同
居
に
よ
る
場
合
、
移
動
先
に
親
族
が
い
た
と
す
る

者
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
一

O
O
M
で
あ
っ
た
し
、
住
宅
の
紹
介
で
は
、
九
二
・
九
%
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
住
宅
取
得
経
路
に
お
け
る
親
族
介
在
の
重
要
性
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
①
不
安
意
識
②
職
業
の
紹
介
に
関
す
る
親

族
介
在
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
就
業
の
場
合
と
同
様
に
、
最
初
の
住
宅
取
得
経
路
を
移
動
後
に
お

け
る
転
居
の
際
の
住
宅
取
得
経
路
に
比
較
し
て
お
き
た
い
。
さ
て
移
動
後
に
転
居
し
な
か
っ
た
者
は
四
五
名
で
あ
っ
た
が
、
転
居
者
は
一

五
九
名
い
た
。
後
者
に
つ
い
て
、
転
居
後
の
住
宅
取
得
経
路
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
複
数
回
答
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
紹
介
の
場
合
、

自

つ
い
で
「
友
人
・
知
人
型
」
が
四
三
名
、

合
で
は
「
機
関
型
(
寮
・
社
宅
・
寄
宿
舎
ど
が
も
っ
と
も
多
く
一
一
一
一
名
と
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
で
「
家
族
・
親
族
型
」
が
一
コ
一
名
、
「
婚

「
家
族
・
親
族
型
」

は
二
九
名
と
な
っ
た
。

同
居
の
場

立
型
」
が
七
一
名
と
圧
倒
的
で
あ
り
、

入
(
嫁
入
り
)
型
」
が
一

O
名
、
そ
し
て

「
友
人
・
知
人
型
」
が
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
転
職
の
場
合
と
同
様
、
転
居
後
の
住
宅
取
得
経

北
大
文
学
部
紀
要



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

路
に
お
い
て
も
「
家
族
・
親
族
型
」
よ
り
「
自
立
型
」
や
「
友
人
・
知
人
型
」
、

そ
し
て

「
機
関
型
」
が
多
く
選
択
さ
れ
、

前
者
か
ら
後

者
へ
の
選
択
肢
パ
タ
ー
ン
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
も
、
移
動
時
の
最
初
の
住
宅
確
保
に
お
い
て
果
す
親
族
の
役
割
は
大
き
い

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
都
市
移
動
者
の
最
初
の
停
泊
港
は
「
家
族
・
親
族
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
か
く
し
て
都
市
移
動

過
程
に
お
け
る
移
動
先
の
親
族
は
、
就
業
回
路
、
住
宅
取
得
経
路
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
都
市
移
動
者
の
不
安
意
識
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

む

す

び

一
山
村
か
ら
の
都
市
移
動
者
を
対
象
に
、
彼
ら
の
都
市
移
動
行
動
の
一
端
を
解
明
す
る
た
め
に
小
稿
の
標
題
を
設
定
し
た
。

定
し
た
テ

i
マ
で
は
あ
る
が
、
考
察
の
結
果
、
従
来
、
意
外
と
暖
昧
に
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
、
主

か
な
り
限
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要
な
知
見
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
冒
頭
に
お
い
て
提
示
し
た
本
稿
の
具
体
的
な
課
題
に
た
ち
か
え
り
む
す
び
に
か
え
た
い
。

山
ど
の
離
村
年
代
に
お
い
て
も
、
移
動
先
に
親
族
が
い
た
と
す
る
回
答
者
が
過
半
数
を
占
め
た
。
と
く
に
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い

て
、
移
動
先
に
親
族
が
い
た
と
す
る
者
の
割
合
は
増
加
し
た
。

凶
移
動
先
の
一
町
二
市
の
う
ち
、
札
幌
市
は
小
樽
市
、
余
市
町
に
比
べ
て
、
離
村
時
点
に
お
い
て
、
当
該
移
動
先
に
親
族
が
い
た
と
す

る
者
の
割
合
が
も
っ
と
も
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
な
か
っ
た
。

間
移
動
形
態
と
し
て
、
当
該
都
市
に
家
族
な
い
し
世
帯
単
位
で
移
動
し
た
「
挙
家
移
動
型
」
と
個
人
単
位
で
移
動
し
た
「
単
独
移
動

型
」
の
両
タ
イ
プ
と
、
移
動
先
の
親
族
存
在
の
有
無
と
の
関
係
に
は
有
意
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。



凶
し
か
し
当
該
都
市
に
直
接
移
動
し
た
「
直
接
移
動
型
」
と
他
地
域
(
大
部
分
は
他
都
市
)
を
経
由
し
移
動
し
て
き
た
「
経
由
移
動

型
」
の
両
タ
イ
プ
と
、
移
動
先
の
親
族
存
在
の
有
無
と
の
関
係
で
は
有
意
差
が
み
ら
れ
た
。

間
小
樽
市
へ
の
移
動
者
で
は
、
「
直
接
移
動
型
」
と
「
経
由
移
動
型
」
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、

が
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
余
市
町
と
札
幌
市
へ
の
移
動
者
の
場
合
、

動
先
に
親
族
が
存
在
す
る
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

親
族
存
在
の
有
無
の
占
め
る
割
合
に
差

「
直
接
移
動
型
」
は
「
経
由
移
動
型
」
に
比
べ
て
、
当
該
移

附
移
動
先
の
都
市
選
択
理
由
と
親
族
存
在
と
の
関
係
を
「
挙
家
移
動
型
」
と
「
単
独
移
動
型
」
、
「
直
接
移
動
型
」
と
「
経
由
移
動
型
」

の
両
移
動
形
態
に
関
連
さ
ぜ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
形
態
に
お
い
て
も
有
意
な
関
係
が
み
ら
れ
た
。

間
「
挙
家
移
動
型
」
及
び

「
直
接
移
動
型
」
に
お
い
て
移
動
先
の
都
市
選
択
理
由
と
し
て
「
他
出
家
族
成
員
を
含
む
親
族
成
員
」

の
存

在
を
あ
げ
る
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

同
移
動
先
に
親
族
が
い
た
者
は
、
い
な
か
っ
た
者
に
比
べ
て
、
移
動
時
に
「
不
安
を
感
じ
な
い
」
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
こ
の
両
者

-20ラー

に
は
有
意
な
関
係
が
み
ら
れ
た
。

同
移
動
後
の
初
職
(
は
じ
め
て
の
就
業
者
・
転
職
者
に
つ
い
て
)
の
紹
介
に
親
族
及
び
他
の
選
択
肢
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
、
親
族
存
在
の
有
無
と
の
関
係
を
み
た
と
こ
ろ
有
意
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

同
移
動
先
に
お
け
る
住
宅
の
紹
介
や
同
居
に
関
し
て
は
、
当
該
移
動
先
に
親
族
が
い
た
と
答
え
た
者
に
お
い
て
、
実
際
そ
う
し
た
親
族

を
活
用
し
た
者
の
割
合
が
大
変
高
か
っ
た
。
住
宅
取
得
経
路
と
親
族
存
在
の
有
無
と
の
両
者
に
は
有
意
な
関
係
が
見
出
さ
れ
た
。

移
動
先
に
お
け
る
親
族
存
在
の
有
無
は
、
従
来
、
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
の
解
明
に
際
し
て
直
接
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
以

上
の
こ
と
か
ら
、
「
直
接
移
動
型
」
「
経
由
移
動
型
」
、
そ
し
て
都
市
選
択
理
由
に
お
い
て
明
確
と
な
っ
た
「
挙
家
移
動
型
」
「
単
独
移
動
型
」

北
大
文
学
部
紀
要



親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定

の
諸
タ
イ
プ
と
の
関
連
に
お
い
て
、
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
解
明
の
た
め
の
有
効
な
視
点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

さ
ら
に
移
動
先
に
お
け
る
親
族
存
在
の
有
無
が
、
都
市
移
動
者
に
と
っ
て
移
動
時
の
生
活
領
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
的
意
味
を

も
つ
か
に
つ
い
て
は
、
親
族
が
職
業
や
住
宅
の
取
得
過
程
で
実
際
に
活
用
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
不
安
意
識
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
都
市
移
動
パ
タ
ー
ン
及
び
移
動
後
の
生
活
領
域
に
お
い
て
果
す
親
族
の
機
能
的
意
味
を
考
え
る
時
、
出

F

身
地
域
に
お
け
る
親

族
(
家
族
成
員
聞
の
結
合
を
含
む
)
結
合
が
、
都
市
移
動
を
押
し
と
ど
め
る
と
い
う
見
解
よ
り
は
む
し
ろ
、
移
動
先
に
お
け
る
親
族
(
他

出
家
族
成
員
を
含
む
)
存
在
が
都
市
移
動
を
促
進
す
る
と
い
う
見
解
の
方
が
説
得
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
本
文
中
に

お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
都
市
移
動
に
際
し
て
、
出
身
地
の
家
族
成
員
や
親
族
成
員
の
反
対
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
予
想

さ
れ
た
以
上
に
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
関
す
る
論
議
に
お
け
る
親
族
介
在
説

-206--

し
か
し
、
残
留
者
に
つ
い
て
い
え

(
四
)

ば
、
親
和
性
仮
説
が
よ
り
説
得
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
の
検
討
は
、
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

の
う
ち
、
都
市
移
動
促
進
仮
説
は
、
小
稿
で
取
り
上
げ
た
デ
ー
タ
に
即
し
て
い
え
ば
支
持
し
う
る
。

小
稿
は
、

一
九
八
九
年
度
日
本
社
会
学
会
報
告
に
依
拠
し
て
い
る
。
大
会
当
日
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
く
つ
か
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ

ら
を
こ
こ
で
は
必
、
ず
し
も
十
分
に
組
み
入
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
少
な
く
と
も
次
の
方
向
で
補
う
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
一
つ

は
、
本
文
中
で
断
っ
た
よ
う
に
、
都
市
移
動
の
意
志
決
定
に
関
し
て
は
、
高
度
経
済
成
長
期
を
含
む
戦
後
史
に
お
け
る
当
該
出
身
地
域
の

社
会
構
造
と
そ
の
変
動
を
解
明
す
る
と
い
う
方
向
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
点
は
改
め
て
課
題
設
定
を
し
直
し
、
展
開
し
た
い
。

い
ま
ひ

と
つ
は
、
都
市
移
動
者
に
と
っ
て
本
来
の
テ

l
マ
で
あ
る
移
動
後
の
当
該
社
会
へ
の
適
応
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

で
に
収
集
し
終
え
た
デ
ー
タ
に
即
し
て
そ
の
結
果
を
別
途
用
意
し
た
い
。

こ
の
点
も
す

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
明
を
通
じ
て
、
木
稿
の
位
置
づ
け
と
そ
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(
日
)
赤
井
川
村
全
村
の
離
村
者
の
隣
村
年
次
は
一
九
五
四
年
四
月

l
一
九

八
四
年
三
月
ま
で
あ
り
、
本
稿
の
調
査
対
象
者
は
昭
和
戦
前
期
ま
で
含

む
か
ら
、
比
較
の
基
準
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
し
か
も
離
村
イ
コ

ー
ル
都
市
移
動
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
昭

和
戦
後
史
の
う
ち
で
、
高
度
経
済
成
長
期
を
含
む
時
期
に
主
要
な
関
心

が
あ
る
か
ら
、
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
全
村
レ
ベ
ル
の
離
村
状
況
は

マ
ク
ロ
的
な
動
き
を
示
し
て
く
れ
る
。

(
叩
む
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
移
動
と
く
に
都

市
移
動
|
研
究
に
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙

稿
「
地
域
移
動
論
序
説
」
(
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
三
八
!
=
一
、
一

九
九

O
年
、
四
四
|
四
五
頁
)

(
幻
〉
合
計
欄
の
ケ
1

ス
が
少
な
い
こ
と
は
、
移
動
時
に
、
就
業
し
な
い
非

該
当
の
者
が
欠
損
値
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
参
考
の
た
め

に
、
移
動
時
の
初
職
の
職
種
を
主
な
も
の
に
つ
い
て
あ
げ
る
と
、
製
造

北
大
文
学
部
紀
要

業

l
一
一
一
一
名
、
卸
・
小
売
・
販
売
業
二
三
名
、
運
輸
・
通
信
業
二

二
名
、
自
営
業
|
一
六
名
、
建
設
業
|
一
四
名
、
と
な
っ
て
い
る
。

(
四
)
都
市
移
動
者
と
残
留
者
と
を
同
時
に
調
査
対
象
と
し
た
場
合
に
、
よ

り
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
本
稿
の
都
市
移
動
の
意
士
山
決
定
に
関
す
る

論
議
が
、
い
っ
そ
う
十
分
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
こ
こ
で
は
都

市
移
動
者
の
み
に
限
定
し
た
考
察
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題

は
、
出
身
地
に
お
け
る
残
留
世
帯
、
と
く
に
高
齢
者
世
帯
を
中
心
と
し

た
継
続
調
査
を
通
じ
て
、
部
分
的
に
は
解
明
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
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